
2026 年（令和８年）度

一般入学試験 A 日程問題

２教科方式・３教科方式

注 意 事 項

（１�）試験開始の合図があるまで問題用紙を開かないでください。

（２�）２教科方式・３教科方式の試験問題は共通です。

（３�）試験時間は、２教科方式が 60分、３教科方式が 120 分です。

（４�）試験問題は、日本史が日１～日 12 ページ、世界史が世１～世 11

ページ、数学が数１～数９ページ、国語が国１～国 26ページまであ

ります。なお、国語は裏表紙からはじまります。

（５�）試験中に問題用紙の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および解答

用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて試験監督者に知らせて

ください。

（６�）マーク解答用紙に座席番号、氏名を記入してください。なお、２教

科方式・３教科方式ともに「選択科目」のマーク解答用紙の受験科目

欄に、受験する科目を１つだけマークしてください。

（７�）解答は各問の指示に従って、マーク解答用紙の解答欄にマークし

てください。

（８�）試験終了後、問題用紙は持ち帰ってください。

2026 年 2 月 4 日実施

E 1



① 

1 
 

［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

古代から中世にかけて、多くの僧が日本列島と中国大陸との間を往来した。飛鳥文

化期には、高句麗の僧  ア  が彩色・紙・墨の技法を伝えたとされ、天平文化期には

戒律を伝えた鑑真が、平城京に  イ  を開いた。日本列島からは７世紀から９世紀

にかけて、①多くの学問僧が遣隋使や遣唐使に随行して大陸に渡った。 
10世紀初頭には唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て、10世紀後半に宋（北

宋）が中国を統一した。朝鮮半島では、10世紀前半に  ウ  が新羅を滅ぼすなど、東

アジアが大きく変動した。日本は新たに成立した国家と正式な国交を開かず、日本人

の海外渡航も禁止されたが、巡礼を目的とする僧には渡海が許可されることもあった。 
中世では、禅僧の往来が活発化した。具体的には、鎌倉幕府の８代執権北条時宗によ

って招かれ、円覚寺の開山となり、鎌倉武士を中心に臨済宗を広めた  エ  があげ

られる。 
室町時代には、室町幕府のもとで②日明貿易が開始され、五山・十刹の制も整備され

るなかで、禅僧は政治・外交・文化など、あらゆる分野で活躍した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 観勒   ｂ 義淵   ｃ 道慈   ｄ 曇徴 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 西大寺   ｂ 大安寺   ｃ 唐招提寺   ｄ 大官大寺 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 高句麗   ｂ 高麗   ｃ 契丹(遼)   ｄ 西夏 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 無学祖元   ｂ 夢窓疎石   ｃ 義堂周信   ｄ 蘭溪道隆 

 

  

―日 2―

日 本 史

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。

① 

1 
 

［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

古代から中世にかけて、多くの僧が日本列島と中国大陸との間を往来した。飛鳥文

化期には、高句麗の僧  ア  が彩色・紙・墨の技法を伝えたとされ、天平文化期には
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にかけて、①多くの学問僧が遣隋使や遣唐使に随行して大陸に渡った。 
10世紀初頭には唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て、10世紀後半に宋（北

宋）が中国を統一した。朝鮮半島では、10世紀前半に  ウ  が新羅を滅ぼすなど、東

アジアが大きく変動した。日本は新たに成立した国家と正式な国交を開かず、日本人

の海外渡航も禁止されたが、巡礼を目的とする僧には渡海が許可されることもあった。 
中世では、禅僧の往来が活発化した。具体的には、鎌倉幕府の８代執権北条時宗によ

って招かれ、円覚寺の開山となり、鎌倉武士を中心に臨済宗を広めた  エ  があげ

られる。 
室町時代には、室町幕府のもとで②日明貿易が開始され、五山・十刹の制も整備され

るなかで、禅僧は政治・外交・文化など、あらゆる分野で活躍した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 観勒   ｂ 義淵   ｃ 道慈   ｄ 曇徴 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 西大寺   ｂ 大安寺   ｃ 唐招提寺   ｄ 大官大寺 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 高句麗   ｂ 高麗   ｃ 契丹(遼)   ｄ 西夏 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 無学祖元   ｂ 夢窓疎石   ｃ 義堂周信   ｄ 蘭溪道隆 

 

  

―日 1―



① 

1 
 

［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

古代から中世にかけて、多くの僧が日本列島と中国大陸との間を往来した。飛鳥文

化期には、高句麗の僧  ア  が彩色・紙・墨の技法を伝えたとされ、天平文化期には

戒律を伝えた鑑真が、平城京に  イ  を開いた。日本列島からは７世紀から９世紀

にかけて、①多くの学問僧が遣隋使や遣唐使に随行して大陸に渡った。 
10世紀初頭には唐が滅亡し、五代十国の諸王朝の興亡を経て、10世紀後半に宋（北

宋）が中国を統一した。朝鮮半島では、10世紀前半に  ウ  が新羅を滅ぼすなど、東

アジアが大きく変動した。日本は新たに成立した国家と正式な国交を開かず、日本人

の海外渡航も禁止されたが、巡礼を目的とする僧には渡海が許可されることもあった。 
中世では、禅僧の往来が活発化した。具体的には、鎌倉幕府の８代執権北条時宗によ

って招かれ、円覚寺の開山となり、鎌倉武士を中心に臨済宗を広めた  エ  があげ

られる。 
室町時代には、室町幕府のもとで②日明貿易が開始され、五山・十刹の制も整備され

るなかで、禅僧は政治・外交・文化など、あらゆる分野で活躍した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 観勒   ｂ 義淵   ｃ 道慈   ｄ 曇徴 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は２。（２点） 

ａ 西大寺   ｂ 大安寺   ｃ 唐招提寺   ｄ 大官大寺 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は３。（３点） 

ａ 高句麗   ｂ 高麗   ｃ 契丹(遼)   ｄ 西夏 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は４。（３点） 

ａ 無学祖元   ｂ 夢窓疎石   ｃ 義堂周信   ｄ 蘭溪道隆 

 

  

―日 2―

日 本 史

※マーク解答用紙の受験科目欄に、受験する科目のマークを忘れずに記入してください。

① 
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［１］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

古代から中世にかけて、多くの僧が日本列島と中国大陸との間を往来した。飛鳥文
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って招かれ、円覚寺の開山となり、鎌倉武士を中心に臨済宗を広めた  エ  があげ

られる。 
室町時代には、室町幕府のもとで②日明貿易が開始され、五山・十刹の制も整備され

るなかで、禅僧は政治・外交・文化など、あらゆる分野で活躍した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は１。（２点） 

ａ 観勒   ｂ 義淵   ｃ 道慈   ｄ 曇徴 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び
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―日 1―



① 

2 
 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下の

ａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 推古天皇の時代には、小野妹子が遣隋使として派遣された。 

Ⅱ 遣隋使に随行した旻は、帰国して内臣に任じられた。 

Ⅲ 最初の遣唐使として、阿倍仲麻呂らが派遣された。 

Ⅳ 遣唐使に随行した円仁は、天台宗の密教化に影響を与えた。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は６。（３点） 

 

Ｘ 足利義持が一時中断し、足利義教のもとで再開された。 

Ｙ 永楽通宝などの明銭が輸入され、刀剣などが輸出された。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

  

① 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

16 世紀半ば以降、ポルトガル人を乗せた中国人倭寇の船が種子島に漂着して鉄砲を

もたらしたのち、中国の  ア  を拠点とするポルトガル船は、九州の諸港に来航す

るようになった。1584 年以降、スペインの船も来航するようになり、キリスト教の布

教と一体化した南蛮貿易が展開された。貿易を望む大名のなかには、洗礼を受ける者

も現れ、1582 年、キリシタン大名の  イ  らによって天正遣欧使節が派遣された。 
17 世紀前半には、「鎖国」体制が整備されるなかで、西洋諸国のなかではオランダの

みが対日貿易を継続することとなった。オランダ商館の医師として来日した①ケンペル

やシーボルトが残した記録からは、江戸時代の日本の様子を知ることができる。 
1850 年代に開国した日本では、明治政府のもとで、②西洋のさまざまな制度を参考に

して、近代化が進められた。 

日清戦争後、ロシアに対する警戒が強まるなか、1902 年、  ウ  のもとで日英同

盟が締結された。1914 年に第一次世界大戦が勃発すると、日本は日英同盟を名目にド

イツに宣戦を布告した。 
1939 年、ドイツの  エ  侵攻を機に第二次世界大戦が勃発すると、ドイツの優勢

が明らかになるなかで、翌年に日本はドイツ・イタリアと日独伊三国同盟を締結した。

第二次世界大戦において、枢軸国として連合国と交戦した日本は、1945 年、ドイツと

ともに敗戦国となった。 
日本は連合国によって占領されたが、事実上アメリカの単独占領だったこともあり、

冷戦が激化するなか、西側陣営の友好国として主権を回復することとなった。1951 年

に開催されたサンフランシスコ講和会議では、ソ連・  エ  ・チェコスロヴァキア

が講和条約の調印を拒否した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ マラッカ   ｂ マカオ   ｃ マニラ   ｄ ゴア 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 有馬晴信   ｂ 小西行長   ｃ 細川忠興   ｄ 島津義久 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 第１次桂太郎内閣     ｂ 第１次山本権兵衛内閣 

ｃ 第１次西園寺公望内閣   ｄ 第１次山県有朋内閣 

 

 

 

 

  

―日 4―

① 

2 
 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下の

ａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 推古天皇の時代には、小野妹子が遣隋使として派遣された。 

Ⅱ 遣隋使に随行した旻は、帰国して内臣に任じられた。 

Ⅲ 最初の遣唐使として、阿倍仲麻呂らが派遣された。 

Ⅳ 遣唐使に随行した円仁は、天台宗の密教化に影響を与えた。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は６。（３点） 

 

Ｘ 足利義持が一時中断し、足利義教のもとで再開された。 

Ｙ 永楽通宝などの明銭が輸入され、刀剣などが輸出された。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

  

① 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

16 世紀半ば以降、ポルトガル人を乗せた中国人倭寇の船が種子島に漂着して鉄砲を

もたらしたのち、中国の  ア  を拠点とするポルトガル船は、九州の諸港に来航す

るようになった。1584 年以降、スペインの船も来航するようになり、キリスト教の布

教と一体化した南蛮貿易が展開された。貿易を望む大名のなかには、洗礼を受ける者

も現れ、1582 年、キリシタン大名の  イ  らによって天正遣欧使節が派遣された。 
17 世紀前半には、「鎖国」体制が整備されるなかで、西洋諸国のなかではオランダの

みが対日貿易を継続することとなった。オランダ商館の医師として来日した①ケンペル

やシーボルトが残した記録からは、江戸時代の日本の様子を知ることができる。 
1850 年代に開国した日本では、明治政府のもとで、②西洋のさまざまな制度を参考に

して、近代化が進められた。 

日清戦争後、ロシアに対する警戒が強まるなか、1902 年、  ウ  のもとで日英同

盟が締結された。1914 年に第一次世界大戦が勃発すると、日本は日英同盟を名目にド

イツに宣戦を布告した。 
1939 年、ドイツの  エ  侵攻を機に第二次世界大戦が勃発すると、ドイツの優勢

が明らかになるなかで、翌年に日本はドイツ・イタリアと日独伊三国同盟を締結した。

第二次世界大戦において、枢軸国として連合国と交戦した日本は、1945 年、ドイツと

ともに敗戦国となった。 
日本は連合国によって占領されたが、事実上アメリカの単独占領だったこともあり、

冷戦が激化するなか、西側陣営の友好国として主権を回復することとなった。1951 年

に開催されたサンフランシスコ講和会議では、ソ連・  エ  ・チェコスロヴァキア

が講和条約の調印を拒否した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ マラッカ   ｂ マカオ   ｃ マニラ   ｄ ゴア 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 有馬晴信   ｂ 小西行長   ｃ 細川忠興   ｄ 島津義久 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 第１次桂太郎内閣     ｂ 第１次山本権兵衛内閣 

ｃ 第１次西園寺公望内閣   ｄ 第１次山県有朋内閣 

 

 

 

 

  

―日 3―



① 

2 
 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下の

ａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 推古天皇の時代には、小野妹子が遣隋使として派遣された。 

Ⅱ 遣隋使に随行した旻は、帰国して内臣に任じられた。 

Ⅲ 最初の遣唐使として、阿倍仲麻呂らが派遣された。 

Ⅳ 遣唐使に随行した円仁は、天台宗の密教化に影響を与えた。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は６。（３点） 

 

Ｘ 足利義持が一時中断し、足利義教のもとで再開された。 

Ｙ 永楽通宝などの明銭が輸入され、刀剣などが輸出された。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

  

① 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

16 世紀半ば以降、ポルトガル人を乗せた中国人倭寇の船が種子島に漂着して鉄砲を

もたらしたのち、中国の  ア  を拠点とするポルトガル船は、九州の諸港に来航す

るようになった。1584 年以降、スペインの船も来航するようになり、キリスト教の布

教と一体化した南蛮貿易が展開された。貿易を望む大名のなかには、洗礼を受ける者

も現れ、1582 年、キリシタン大名の  イ  らによって天正遣欧使節が派遣された。 
17 世紀前半には、「鎖国」体制が整備されるなかで、西洋諸国のなかではオランダの

みが対日貿易を継続することとなった。オランダ商館の医師として来日した①ケンペル

やシーボルトが残した記録からは、江戸時代の日本の様子を知ることができる。 
1850 年代に開国した日本では、明治政府のもとで、②西洋のさまざまな制度を参考に

して、近代化が進められた。 

日清戦争後、ロシアに対する警戒が強まるなか、1902 年、  ウ  のもとで日英同

盟が締結された。1914 年に第一次世界大戦が勃発すると、日本は日英同盟を名目にド

イツに宣戦を布告した。 
1939 年、ドイツの  エ  侵攻を機に第二次世界大戦が勃発すると、ドイツの優勢

が明らかになるなかで、翌年に日本はドイツ・イタリアと日独伊三国同盟を締結した。

第二次世界大戦において、枢軸国として連合国と交戦した日本は、1945 年、ドイツと

ともに敗戦国となった。 
日本は連合国によって占領されたが、事実上アメリカの単独占領だったこともあり、

冷戦が激化するなか、西側陣営の友好国として主権を回復することとなった。1951 年

に開催されたサンフランシスコ講和会議では、ソ連・  エ  ・チェコスロヴァキア

が講和条約の調印を拒否した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ マラッカ   ｂ マカオ   ｃ マニラ   ｄ ゴア 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 有馬晴信   ｂ 小西行長   ｃ 細川忠興   ｄ 島津義久 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 第１次桂太郎内閣     ｂ 第１次山本権兵衛内閣 

ｃ 第１次西園寺公望内閣   ｄ 第１次山県有朋内閣 

 

 

 

 

  

―日 4―

① 

2 
 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下の

ａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は５。（３点） 

 

Ⅰ 推古天皇の時代には、小野妹子が遣隋使として派遣された。 

Ⅱ 遣隋使に随行した旻は、帰国して内臣に任じられた。 

Ⅲ 最初の遣唐使として、阿倍仲麻呂らが派遣された。 

Ⅳ 遣唐使に随行した円仁は、天台宗の密教化に影響を与えた。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は６。（３点） 

 

Ｘ 足利義持が一時中断し、足利義教のもとで再開された。 

Ｙ 永楽通宝などの明銭が輸入され、刀剣などが輸出された。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

  

① 

3 
 

［２］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（16点） 

 

16 世紀半ば以降、ポルトガル人を乗せた中国人倭寇の船が種子島に漂着して鉄砲を

もたらしたのち、中国の  ア  を拠点とするポルトガル船は、九州の諸港に来航す

るようになった。1584 年以降、スペインの船も来航するようになり、キリスト教の布

教と一体化した南蛮貿易が展開された。貿易を望む大名のなかには、洗礼を受ける者

も現れ、1582 年、キリシタン大名の  イ  らによって天正遣欧使節が派遣された。 
17 世紀前半には、「鎖国」体制が整備されるなかで、西洋諸国のなかではオランダの

みが対日貿易を継続することとなった。オランダ商館の医師として来日した①ケンペル

やシーボルトが残した記録からは、江戸時代の日本の様子を知ることができる。 
1850 年代に開国した日本では、明治政府のもとで、②西洋のさまざまな制度を参考に

して、近代化が進められた。 

日清戦争後、ロシアに対する警戒が強まるなか、1902 年、  ウ  のもとで日英同

盟が締結された。1914 年に第一次世界大戦が勃発すると、日本は日英同盟を名目にド

イツに宣戦を布告した。 
1939 年、ドイツの  エ  侵攻を機に第二次世界大戦が勃発すると、ドイツの優勢

が明らかになるなかで、翌年に日本はドイツ・イタリアと日独伊三国同盟を締結した。

第二次世界大戦において、枢軸国として連合国と交戦した日本は、1945 年、ドイツと

ともに敗戦国となった。 
日本は連合国によって占領されたが、事実上アメリカの単独占領だったこともあり、

冷戦が激化するなか、西側陣営の友好国として主権を回復することとなった。1951 年

に開催されたサンフランシスコ講和会議では、ソ連・  エ  ・チェコスロヴァキア

が講和条約の調印を拒否した。 
 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は７。（２点） 

ａ マラッカ   ｂ マカオ   ｃ マニラ   ｄ ゴア 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は８。（２点） 

ａ 有馬晴信   ｂ 小西行長   ｃ 細川忠興   ｄ 島津義久 

 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は９。（３点） 

ａ 第１次桂太郎内閣     ｂ 第１次山本権兵衛内閣 

ｃ 第１次西園寺公望内閣   ｄ 第１次山県有朋内閣 

 

 

 

 

  

―日 3―



① 

4 
 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ ベルギー   ｂ オランダ 

ｃ ギリシア   ｄ ポーランド 

 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 11。（３点） 

 

Ｘ ケンペルの『日本誌』の一部は、西川如見によって和訳され、『鎖国論』と

題して刊行された。 

Ｙ 19 世紀前半に来日したシーボルトは、長崎郊外に鳴滝塾を開き、高野長英

らの人材を育てた。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく

配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ⅰ 大阪紡績会社が設立され、イギリスの紡績機械が導入された。 

Ⅱ ドイツの技術を導入した、八幡製鉄所の操業が開始された。 

Ⅲ フランスの学校制度にならった、統一的な学制が公布された。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

 

  

① 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 
  
1990 年代末、奈良県の飛鳥池遺跡から、富本銭やその鋳型などが出土した。富本銭

は、日本最古の漢文正史である『  ア  』の 683 年の記事にみえる「銅銭」にあた

ると考えられている。①元明天皇の時代の 708 年に鋳造された和同開珎から、  イ 

 の時代の 958 年に鋳造された乾元大宝にいたるまで、古代国家によって鋳造された銭

貨は、本朝十二銭と総称される。 
中世には、日宋貿易によってもたらされた宋銭が取引などに使用された。鎌倉時代

には貨幣経済が浸透するなかで、金融業者である  ウ  の活動が活発化し、年貢の

銭納も行われた。中世の絵巻物である『山王霊験記絵巻』には、  ウ   から女性が

金を借りる場面が描かれている。 

貨幣経済は②商業・産業の発展を促す役割を果たしたが、御家人の窮乏をもたらす一

因になったとも考えられている。９代執権  エ  の時代の 1297 年には、窮乏する御

家人を救済するために、永仁の徳政令が出された。室町時代には明銭も使用されるよ

うになったが、粗悪な私鋳銭も流通し、撰銭によって円滑な貨幣流通が阻害されたた

め、幕府や戦国大名は撰銭令を出した。 

徳川家康は、1600 年頃から、金座・銀座で  オ  を大量につくらせた。徳川家光

の時代からは  カ  も鋳造されるようになり、三貨体制が整備された。三貨の交換

比率は公定されたものの、実際には相場によって変動したため、③両替商が重要な役割

を果たした。 
明治政府は近代的貨幣制度の確立を目的に、1871 年に新貨条例を公布した。この条

例にもとづいて、十進法による、  キ  を単位とする新硬貨が発行された。 
1880 年代の松方財政期に銀本位制が確立し、1890 年代には日清戦争に勝利して得た

賠償金を準備金として金本位制が確立された。 
第一次世界大戦期の金輸出禁止の措置を経て、1930 年、浜口雄幸内閣の蔵相  ク 

 のもとで金輸出解禁が断行された。しかし、世界恐慌の影響もあって日本経済は昭和

恐慌に陥ったため、金輸出再禁止の措置がとられ、日本は管理通貨制度に移行した。 

第二次世界大戦後は、④通貨発行高が増加したことなどによって、インフレーション

が進行した。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 古事記    ｂ 日本後紀    

ｃ 日本書紀   ｄ 続日本紀 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（３点） 

ａ 孝謙天皇   ｂ 淳仁天皇   ｃ 淳和天皇   ｄ 村上天皇 

 

  

―日 6―

① 

4 
 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ ベルギー   ｂ オランダ 

ｃ ギリシア   ｄ ポーランド 

 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 11。（３点） 

 

Ｘ ケンペルの『日本誌』の一部は、西川如見によって和訳され、『鎖国論』と

題して刊行された。 

Ｙ 19 世紀前半に来日したシーボルトは、長崎郊外に鳴滝塾を開き、高野長英

らの人材を育てた。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく

配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ⅰ 大阪紡績会社が設立され、イギリスの紡績機械が導入された。 

Ⅱ ドイツの技術を導入した、八幡製鉄所の操業が開始された。 

Ⅲ フランスの学校制度にならった、統一的な学制が公布された。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

 

  

① 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 
  
1990 年代末、奈良県の飛鳥池遺跡から、富本銭やその鋳型などが出土した。富本銭

は、日本最古の漢文正史である『  ア  』の 683 年の記事にみえる「銅銭」にあた

ると考えられている。①元明天皇の時代の 708 年に鋳造された和同開珎から、  イ 

 の時代の 958 年に鋳造された乾元大宝にいたるまで、古代国家によって鋳造された銭

貨は、本朝十二銭と総称される。 
中世には、日宋貿易によってもたらされた宋銭が取引などに使用された。鎌倉時代

には貨幣経済が浸透するなかで、金融業者である  ウ  の活動が活発化し、年貢の

銭納も行われた。中世の絵巻物である『山王霊験記絵巻』には、  ウ   から女性が

金を借りる場面が描かれている。 

貨幣経済は②商業・産業の発展を促す役割を果たしたが、御家人の窮乏をもたらす一

因になったとも考えられている。９代執権  エ  の時代の 1297 年には、窮乏する御

家人を救済するために、永仁の徳政令が出された。室町時代には明銭も使用されるよ

うになったが、粗悪な私鋳銭も流通し、撰銭によって円滑な貨幣流通が阻害されたた

め、幕府や戦国大名は撰銭令を出した。 

徳川家康は、1600 年頃から、金座・銀座で  オ  を大量につくらせた。徳川家光

の時代からは  カ  も鋳造されるようになり、三貨体制が整備された。三貨の交換

比率は公定されたものの、実際には相場によって変動したため、③両替商が重要な役割

を果たした。 
明治政府は近代的貨幣制度の確立を目的に、1871 年に新貨条例を公布した。この条

例にもとづいて、十進法による、  キ  を単位とする新硬貨が発行された。 
1880 年代の松方財政期に銀本位制が確立し、1890 年代には日清戦争に勝利して得た

賠償金を準備金として金本位制が確立された。 
第一次世界大戦期の金輸出禁止の措置を経て、1930 年、浜口雄幸内閣の蔵相  ク 

 のもとで金輸出解禁が断行された。しかし、世界恐慌の影響もあって日本経済は昭和

恐慌に陥ったため、金輸出再禁止の措置がとられ、日本は管理通貨制度に移行した。 

第二次世界大戦後は、④通貨発行高が増加したことなどによって、インフレーション

が進行した。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 古事記    ｂ 日本後紀    

ｃ 日本書紀   ｄ 続日本紀 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（３点） 

ａ 孝謙天皇   ｂ 淳仁天皇   ｃ 淳和天皇   ｄ 村上天皇 

 

  

―日 5―



① 

4 
 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ ベルギー   ｂ オランダ 

ｃ ギリシア   ｄ ポーランド 

 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 11。（３点） 

 

Ｘ ケンペルの『日本誌』の一部は、西川如見によって和訳され、『鎖国論』と

題して刊行された。 

Ｙ 19 世紀前半に来日したシーボルトは、長崎郊外に鳴滝塾を開き、高野長英

らの人材を育てた。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく

配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ⅰ 大阪紡績会社が設立され、イギリスの紡績機械が導入された。 

Ⅱ ドイツの技術を導入した、八幡製鉄所の操業が開始された。 

Ⅲ フランスの学校制度にならった、統一的な学制が公布された。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

 

  

① 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 
  
1990 年代末、奈良県の飛鳥池遺跡から、富本銭やその鋳型などが出土した。富本銭

は、日本最古の漢文正史である『  ア  』の 683 年の記事にみえる「銅銭」にあた

ると考えられている。①元明天皇の時代の 708 年に鋳造された和同開珎から、  イ 

 の時代の 958 年に鋳造された乾元大宝にいたるまで、古代国家によって鋳造された銭

貨は、本朝十二銭と総称される。 
中世には、日宋貿易によってもたらされた宋銭が取引などに使用された。鎌倉時代

には貨幣経済が浸透するなかで、金融業者である  ウ  の活動が活発化し、年貢の

銭納も行われた。中世の絵巻物である『山王霊験記絵巻』には、  ウ   から女性が

金を借りる場面が描かれている。 

貨幣経済は②商業・産業の発展を促す役割を果たしたが、御家人の窮乏をもたらす一

因になったとも考えられている。９代執権  エ  の時代の 1297 年には、窮乏する御

家人を救済するために、永仁の徳政令が出された。室町時代には明銭も使用されるよ

うになったが、粗悪な私鋳銭も流通し、撰銭によって円滑な貨幣流通が阻害されたた

め、幕府や戦国大名は撰銭令を出した。 

徳川家康は、1600 年頃から、金座・銀座で  オ  を大量につくらせた。徳川家光

の時代からは  カ  も鋳造されるようになり、三貨体制が整備された。三貨の交換

比率は公定されたものの、実際には相場によって変動したため、③両替商が重要な役割

を果たした。 
明治政府は近代的貨幣制度の確立を目的に、1871 年に新貨条例を公布した。この条

例にもとづいて、十進法による、  キ  を単位とする新硬貨が発行された。 
1880 年代の松方財政期に銀本位制が確立し、1890 年代には日清戦争に勝利して得た

賠償金を準備金として金本位制が確立された。 
第一次世界大戦期の金輸出禁止の措置を経て、1930 年、浜口雄幸内閣の蔵相  ク 

 のもとで金輸出解禁が断行された。しかし、世界恐慌の影響もあって日本経済は昭和

恐慌に陥ったため、金輸出再禁止の措置がとられ、日本は管理通貨制度に移行した。 

第二次世界大戦後は、④通貨発行高が増加したことなどによって、インフレーション

が進行した。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 古事記    ｂ 日本後紀    

ｃ 日本書紀   ｄ 続日本紀 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（３点） 

ａ 孝謙天皇   ｂ 淳仁天皇   ｃ 淳和天皇   ｄ 村上天皇 

 

  

―日 6―
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問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 10。（３点） 

ａ ベルギー   ｂ オランダ 

ｃ ギリシア   ｄ ポーランド 

 

問５ 下線部①に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正し

いものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 11。（３点） 

 

Ｘ ケンペルの『日本誌』の一部は、西川如見によって和訳され、『鎖国論』と

題して刊行された。 

Ｙ 19 世紀前半に来日したシーボルトは、長崎郊外に鳴滝塾を開き、高野長英

らの人材を育てた。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問６ 下線部②に関して述べた次の文Ⅰ～Ⅲについて、古いものから年代順に正しく

配列したものを、下のａ～ｆの中から選びなさい。解答番号は 12。（３点） 

 

Ⅰ 大阪紡績会社が設立され、イギリスの紡績機械が導入された。 

Ⅱ ドイツの技術を導入した、八幡製鉄所の操業が開始された。 

Ⅲ フランスの学校制度にならった、統一的な学制が公布された。 

 

ａ Ⅰ－Ⅱ－Ⅲ   ｂ Ⅰ－Ⅲ－Ⅱ   ｃ Ⅱ－Ⅰ－Ⅲ 

ｄ Ⅱ－Ⅲ－Ⅰ   ｅ Ⅲ－Ⅰ－Ⅱ   ｆ Ⅲ－Ⅱ－Ⅰ 

 

 

  

① 

5 
 

［３］ 次の文章を読み、後の問いに答えなさい。（32点） 
  
1990 年代末、奈良県の飛鳥池遺跡から、富本銭やその鋳型などが出土した。富本銭

は、日本最古の漢文正史である『  ア  』の 683 年の記事にみえる「銅銭」にあた

ると考えられている。①元明天皇の時代の 708 年に鋳造された和同開珎から、  イ 

 の時代の 958 年に鋳造された乾元大宝にいたるまで、古代国家によって鋳造された銭

貨は、本朝十二銭と総称される。 
中世には、日宋貿易によってもたらされた宋銭が取引などに使用された。鎌倉時代

には貨幣経済が浸透するなかで、金融業者である  ウ  の活動が活発化し、年貢の

銭納も行われた。中世の絵巻物である『山王霊験記絵巻』には、  ウ   から女性が

金を借りる場面が描かれている。 

貨幣経済は②商業・産業の発展を促す役割を果たしたが、御家人の窮乏をもたらす一

因になったとも考えられている。９代執権  エ  の時代の 1297 年には、窮乏する御

家人を救済するために、永仁の徳政令が出された。室町時代には明銭も使用されるよ

うになったが、粗悪な私鋳銭も流通し、撰銭によって円滑な貨幣流通が阻害されたた

め、幕府や戦国大名は撰銭令を出した。 

徳川家康は、1600 年頃から、金座・銀座で  オ  を大量につくらせた。徳川家光

の時代からは  カ  も鋳造されるようになり、三貨体制が整備された。三貨の交換

比率は公定されたものの、実際には相場によって変動したため、③両替商が重要な役割

を果たした。 
明治政府は近代的貨幣制度の確立を目的に、1871 年に新貨条例を公布した。この条

例にもとづいて、十進法による、  キ  を単位とする新硬貨が発行された。 
1880 年代の松方財政期に銀本位制が確立し、1890 年代には日清戦争に勝利して得た

賠償金を準備金として金本位制が確立された。 
第一次世界大戦期の金輸出禁止の措置を経て、1930 年、浜口雄幸内閣の蔵相  ク 

 のもとで金輸出解禁が断行された。しかし、世界恐慌の影響もあって日本経済は昭和

恐慌に陥ったため、金輸出再禁止の措置がとられ、日本は管理通貨制度に移行した。 

第二次世界大戦後は、④通貨発行高が増加したことなどによって、インフレーション

が進行した。 

 

問１ 空白部  ア  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 13。（２点） 

ａ 古事記    ｂ 日本後紀    

ｃ 日本書紀   ｄ 続日本紀 

 

問２ 空白部  イ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 14。（３点） 

ａ 孝謙天皇   ｂ 淳仁天皇   ｃ 淳和天皇   ｄ 村上天皇 

 

  

―日 5―



① 

6 
 

問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 札差   ｂ 借上   ｃ 蔵元   ｄ 掛屋 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 北条貞時   ｂ 北条泰時   ｃ 北条時房   ｄ 北条高時 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 元禄金銀   ｂ 正徳金銀   ｃ 慶長金銀   ｄ 元文金銀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（２点） 

ａ 永楽通宝   ｂ 宣徳通宝   ｃ 洪武通宝   ｄ 寛永通宝 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 両・分・朱   ｂ 貫・匁・分   ｃ 円・銭・厘   ｄ 貫・文 

 

問８ 空白部  ク  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 高橋是清   ｂ 井上準之助   ｃ 幣原喜重郎   ｄ 松岡洋右 

 

問９ 下線部①に関連して、元明天皇の時代の政策や出来事に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 21。（３点） 

 

Ⅰ 諸国に対し、『風土記』の撰進が命じられた。 

Ⅱ 勅命によって、『凌雲集』が編まれた。 

Ⅲ 蝦夷と呼ばれた人々が居住する地域に、出羽国が設置された。 

Ⅳ 対外的な緊張が高まるなかで、渟足柵・磐舟柵が設置された。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

  

① 
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問 10 下線部②に関連して、鎌倉時代の商業・産業に関して述べた次の文Ｘ・Ｙにつ

いて、その正誤の組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解

答番号は 22。（３点） 

 

Ｘ 各地でみられた定期市は、月に６回開かれる六斎市が一般化した。 

Ｙ 鍛冶・鋳物師・紺屋などの手工業者が、農村内に住んで商品を生産した。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問 11 下線部③の両替商に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに関する語句Ⅰ～Ⅳの

組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 23。（３

点） 

 

Ｘ 越後屋呉服店を経営するとともに、両替商でも収益を得ていた。 

Ｙ 両替商が目方をはかって使用する秤量貨幣だった。 

 

Ⅰ 三井家   Ⅱ 住友家   Ⅲ 金貨   Ⅳ 銀貨 

 

ａ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅳ 
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 札差   ｂ 借上   ｃ 蔵元   ｄ 掛屋 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 北条貞時   ｂ 北条泰時   ｃ 北条時房   ｄ 北条高時 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 元禄金銀   ｂ 正徳金銀   ｃ 慶長金銀   ｄ 元文金銀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（２点） 

ａ 永楽通宝   ｂ 宣徳通宝   ｃ 洪武通宝   ｄ 寛永通宝 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 両・分・朱   ｂ 貫・匁・分   ｃ 円・銭・厘   ｄ 貫・文 

 

問８ 空白部  ク  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 高橋是清   ｂ 井上準之助   ｃ 幣原喜重郎   ｄ 松岡洋右 

 

問９ 下線部①に関連して、元明天皇の時代の政策や出来事に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 21。（３点） 

 

Ⅰ 諸国に対し、『風土記』の撰進が命じられた。 

Ⅱ 勅命によって、『凌雲集』が編まれた。 

Ⅲ 蝦夷と呼ばれた人々が居住する地域に、出羽国が設置された。 

Ⅳ 対外的な緊張が高まるなかで、渟足柵・磐舟柵が設置された。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

  

① 
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問 10 下線部②に関連して、鎌倉時代の商業・産業に関して述べた次の文Ｘ・Ｙにつ

いて、その正誤の組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解

答番号は 22。（３点） 

 

Ｘ 各地でみられた定期市は、月に６回開かれる六斎市が一般化した。 

Ｙ 鍛冶・鋳物師・紺屋などの手工業者が、農村内に住んで商品を生産した。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問 11 下線部③の両替商に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに関する語句Ⅰ～Ⅳの

組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 23。（３

点） 

 

Ｘ 越後屋呉服店を経営するとともに、両替商でも収益を得ていた。 

Ｙ 両替商が目方をはかって使用する秤量貨幣だった。 

 

Ⅰ 三井家   Ⅱ 住友家   Ⅲ 金貨   Ⅳ 銀貨 

 

ａ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅳ 
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 札差   ｂ 借上   ｃ 蔵元   ｄ 掛屋 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 北条貞時   ｂ 北条泰時   ｃ 北条時房   ｄ 北条高時 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 元禄金銀   ｂ 正徳金銀   ｃ 慶長金銀   ｄ 元文金銀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（２点） 

ａ 永楽通宝   ｂ 宣徳通宝   ｃ 洪武通宝   ｄ 寛永通宝 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 両・分・朱   ｂ 貫・匁・分   ｃ 円・銭・厘   ｄ 貫・文 

 

問８ 空白部  ク  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 高橋是清   ｂ 井上準之助   ｃ 幣原喜重郎   ｄ 松岡洋右 

 

問９ 下線部①に関連して、元明天皇の時代の政策や出来事に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 21。（３点） 

 

Ⅰ 諸国に対し、『風土記』の撰進が命じられた。 

Ⅱ 勅命によって、『凌雲集』が編まれた。 

Ⅲ 蝦夷と呼ばれた人々が居住する地域に、出羽国が設置された。 

Ⅳ 対外的な緊張が高まるなかで、渟足柵・磐舟柵が設置された。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

  

① 
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問 10 下線部②に関連して、鎌倉時代の商業・産業に関して述べた次の文Ｘ・Ｙにつ

いて、その正誤の組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解

答番号は 22。（３点） 

 

Ｘ 各地でみられた定期市は、月に６回開かれる六斎市が一般化した。 

Ｙ 鍛冶・鋳物師・紺屋などの手工業者が、農村内に住んで商品を生産した。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問 11 下線部③の両替商に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに関する語句Ⅰ～Ⅳの

組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 23。（３

点） 

 

Ｘ 越後屋呉服店を経営するとともに、両替商でも収益を得ていた。 

Ｙ 両替商が目方をはかって使用する秤量貨幣だった。 

 

Ⅰ 三井家   Ⅱ 住友家   Ⅲ 金貨   Ⅳ 銀貨 

 

ａ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―日 8―

① 
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問３ 空白部  ウ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 15。（２点） 

ａ 札差   ｂ 借上   ｃ 蔵元   ｄ 掛屋 

 

問４ 空白部  エ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 16。（２点） 

ａ 北条貞時   ｂ 北条泰時   ｃ 北条時房   ｄ 北条高時 

 

問５ 空白部  オ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 17。（３点） 

ａ 元禄金銀   ｂ 正徳金銀   ｃ 慶長金銀   ｄ 元文金銀 

 

問６ 空白部  カ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 18。（２点） 

ａ 永楽通宝   ｂ 宣徳通宝   ｃ 洪武通宝   ｄ 寛永通宝 

 

問７ 空白部  キ  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 19。（３点） 

ａ 両・分・朱   ｂ 貫・匁・分   ｃ 円・銭・厘   ｄ 貫・文 

 

問８ 空白部  ク  に入るものとして最も適当なものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 20。（３点） 

ａ 高橋是清   ｂ 井上準之助   ｃ 幣原喜重郎   ｄ 松岡洋右 

 

問９ 下線部①に関連して、元明天皇の時代の政策や出来事に関して述べた次の文Ⅰ

～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号

は 21。（３点） 

 

Ⅰ 諸国に対し、『風土記』の撰進が命じられた。 

Ⅱ 勅命によって、『凌雲集』が編まれた。 

Ⅲ 蝦夷と呼ばれた人々が居住する地域に、出羽国が設置された。 

Ⅳ 対外的な緊張が高まるなかで、渟足柵・磐舟柵が設置された。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

 

  

① 

7 
 

問 10 下線部②に関連して、鎌倉時代の商業・産業に関して述べた次の文Ｘ・Ｙにつ

いて、その正誤の組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解

答番号は 22。（３点） 

 

Ｘ 各地でみられた定期市は、月に６回開かれる六斎市が一般化した。 

Ｙ 鍛冶・鋳物師・紺屋などの手工業者が、農村内に住んで商品を生産した。 

 

ａ Ｘ－正  Ｙ－正   ｂ Ｘ－正  Ｙ－誤 

ｃ Ｘ－誤  Ｙ－正   ｄ Ｘ－誤  Ｙ－誤 

 

問 11 下線部③の両替商に関して述べた次の文Ｘ・Ｙと、それに関する語句Ⅰ～Ⅳの

組合せとして正しいものを、下のａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 23。（３

点） 

 

Ｘ 越後屋呉服店を経営するとともに、両替商でも収益を得ていた。 

Ｙ 両替商が目方をはかって使用する秤量貨幣だった。 

 

Ⅰ 三井家   Ⅱ 住友家   Ⅲ 金貨   Ⅳ 銀貨 

 

ａ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅲ   ｂ Ｘ－Ⅰ  Ｙ－Ⅳ 

ｃ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅲ   ｄ Ｘ－Ⅱ  Ｙ－Ⅳ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―日 7―
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問 12 下線部④に関連して、戦後の日銀券発行高と物価指数を示した次のグラフに関

して述べた下の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

 

 

 
 

 

Ⅰ 日銀券発行高が 500 億円を大きく下回ったのは、金融緊急措置令の影響だ

と考えられる。 

Ⅱ 日銀券発行高が 1000 億円を突破したのは、所得倍増計画の影響だと考えら

れる。 

Ⅲ 小売物価指数が 10000 を上回ったのは、神武景気によって購買力が上昇し

た影響だと考えられる。 

Ⅳ 小売物価指数が 25000 をこえたあと下落基調になったのは、ドッジ=ライン

の影響だと考えられる。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

  

① 

9 
 

［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 弥生時代の生活・社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 争いが本格的に生じるようになり、環濠集落などが出現した。 

ｂ 弥生土器に加え、土師器や須恵器といった土器が使用された。 

ｃ 籾殻を穀粒からとりさる脱穀には、木臼や竪杵が用いられた。 

ｄ 多量の副葬品をもつ墓や、大型の墳丘墓が出現した。 

 

問２ 天平文化に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は 26。（３点） 

ａ 漢詩文の教養が重視されるなかで、『懐風藻』が編まれた。 

ｂ 仏教が興隆するなかで、四天王寺や百済大寺が建立された。 

ｃ 仏師の定朝が、一木造にかわる寄木造の技法を完成した。 

ｄ 教王護国寺両界曼荼羅など、密教に関係する仏画が制作された。 

 

問３ 古代の政治拠点に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 飛鳥浄御原宮は、天智天皇が即位した宮都として知られている。 

ｂ 近江大津宮は、持統天皇が即位した宮都として知られている。 

ｃ 藤原広嗣の乱が起こると、聖武天皇は平城京から恭仁京に都を移した。 

ｄ 政治を刷新するため、桓武天皇は平安京から長岡京への遷都を行った。 

 

問４ 中世の建築物について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院政期には、陸奥に富貴寺大堂が、豊後に白水阿弥陀堂が建てられた。 

ｂ 鎌倉文化期の東大寺南大門は、禅宗様の建築様式で知られている。 

ｃ 北山殿には、足利尊氏によって金閣が造営された。 

ｄ 東山山荘の東求堂は、書院造の典型とされる同仁斎で知られている。 

 

問５ 鎌倉幕府の政治組織について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 御家人統率を担う侍所の初代別当には、安達泰盛が任じられた。 

ｂ 藤原泰衡が滅ぼされたあと、奥州総奉行が設けられた。 

ｃ 承久の乱後、六波羅探題にかわる組織として、京都守護が置かれた。 

ｄ 蒙古襲来後、鎮西探題にかわる組織として、鎮西奉行が新設された。 

 

  

―日 10―

① 

8 
 

問 12 下線部④に関連して、戦後の日銀券発行高と物価指数を示した次のグラフに関

して述べた下の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

 

 

 
 

 

Ⅰ 日銀券発行高が 500 億円を大きく下回ったのは、金融緊急措置令の影響だ

と考えられる。 

Ⅱ 日銀券発行高が 1000 億円を突破したのは、所得倍増計画の影響だと考えら

れる。 

Ⅲ 小売物価指数が 10000 を上回ったのは、神武景気によって購買力が上昇し

た影響だと考えられる。 

Ⅳ 小売物価指数が 25000 をこえたあと下落基調になったのは、ドッジ=ライン

の影響だと考えられる。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

  

① 

9 
 

［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 弥生時代の生活・社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 争いが本格的に生じるようになり、環濠集落などが出現した。 

ｂ 弥生土器に加え、土師器や須恵器といった土器が使用された。 

ｃ 籾殻を穀粒からとりさる脱穀には、木臼や竪杵が用いられた。 

ｄ 多量の副葬品をもつ墓や、大型の墳丘墓が出現した。 

 

問２ 天平文化に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は 26。（３点） 

ａ 漢詩文の教養が重視されるなかで、『懐風藻』が編まれた。 

ｂ 仏教が興隆するなかで、四天王寺や百済大寺が建立された。 

ｃ 仏師の定朝が、一木造にかわる寄木造の技法を完成した。 

ｄ 教王護国寺両界曼荼羅など、密教に関係する仏画が制作された。 

 

問３ 古代の政治拠点に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 飛鳥浄御原宮は、天智天皇が即位した宮都として知られている。 

ｂ 近江大津宮は、持統天皇が即位した宮都として知られている。 

ｃ 藤原広嗣の乱が起こると、聖武天皇は平城京から恭仁京に都を移した。 

ｄ 政治を刷新するため、桓武天皇は平安京から長岡京への遷都を行った。 

 

問４ 中世の建築物について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院政期には、陸奥に富貴寺大堂が、豊後に白水阿弥陀堂が建てられた。 

ｂ 鎌倉文化期の東大寺南大門は、禅宗様の建築様式で知られている。 

ｃ 北山殿には、足利尊氏によって金閣が造営された。 

ｄ 東山山荘の東求堂は、書院造の典型とされる同仁斎で知られている。 

 

問５ 鎌倉幕府の政治組織について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 御家人統率を担う侍所の初代別当には、安達泰盛が任じられた。 

ｂ 藤原泰衡が滅ぼされたあと、奥州総奉行が設けられた。 

ｃ 承久の乱後、六波羅探題にかわる組織として、京都守護が置かれた。 

ｄ 蒙古襲来後、鎮西探題にかわる組織として、鎮西奉行が新設された。 
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問 12 下線部④に関連して、戦後の日銀券発行高と物価指数を示した次のグラフに関

して述べた下の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

 

 

 
 

 

Ⅰ 日銀券発行高が 500 億円を大きく下回ったのは、金融緊急措置令の影響だ

と考えられる。 

Ⅱ 日銀券発行高が 1000 億円を突破したのは、所得倍増計画の影響だと考えら

れる。 

Ⅲ 小売物価指数が 10000 を上回ったのは、神武景気によって購買力が上昇し

た影響だと考えられる。 

Ⅳ 小売物価指数が 25000 をこえたあと下落基調になったのは、ドッジ=ライン

の影響だと考えられる。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

  

① 

9 
 

［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 弥生時代の生活・社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 争いが本格的に生じるようになり、環濠集落などが出現した。 

ｂ 弥生土器に加え、土師器や須恵器といった土器が使用された。 

ｃ 籾殻を穀粒からとりさる脱穀には、木臼や竪杵が用いられた。 

ｄ 多量の副葬品をもつ墓や、大型の墳丘墓が出現した。 

 

問２ 天平文化に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は 26。（３点） 

ａ 漢詩文の教養が重視されるなかで、『懐風藻』が編まれた。 

ｂ 仏教が興隆するなかで、四天王寺や百済大寺が建立された。 

ｃ 仏師の定朝が、一木造にかわる寄木造の技法を完成した。 

ｄ 教王護国寺両界曼荼羅など、密教に関係する仏画が制作された。 

 

問３ 古代の政治拠点に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 飛鳥浄御原宮は、天智天皇が即位した宮都として知られている。 

ｂ 近江大津宮は、持統天皇が即位した宮都として知られている。 

ｃ 藤原広嗣の乱が起こると、聖武天皇は平城京から恭仁京に都を移した。 

ｄ 政治を刷新するため、桓武天皇は平安京から長岡京への遷都を行った。 

 

問４ 中世の建築物について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院政期には、陸奥に富貴寺大堂が、豊後に白水阿弥陀堂が建てられた。 

ｂ 鎌倉文化期の東大寺南大門は、禅宗様の建築様式で知られている。 

ｃ 北山殿には、足利尊氏によって金閣が造営された。 

ｄ 東山山荘の東求堂は、書院造の典型とされる同仁斎で知られている。 

 

問５ 鎌倉幕府の政治組織について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中か

ら選びなさい。解答番号は 29。（３点） 

ａ 御家人統率を担う侍所の初代別当には、安達泰盛が任じられた。 

ｂ 藤原泰衡が滅ぼされたあと、奥州総奉行が設けられた。 

ｃ 承久の乱後、六波羅探題にかわる組織として、京都守護が置かれた。 

ｄ 蒙古襲来後、鎮西探題にかわる組織として、鎮西奉行が新設された。 

 

  

―日 10―
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問 12 下線部④に関連して、戦後の日銀券発行高と物価指数を示した次のグラフに関

して述べた下の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組合せを、下のａ～ｄの中から

選びなさい。解答番号は 24。（３点） 

 

 

 
 

 

Ⅰ 日銀券発行高が 500 億円を大きく下回ったのは、金融緊急措置令の影響だ

と考えられる。 

Ⅱ 日銀券発行高が 1000 億円を突破したのは、所得倍増計画の影響だと考えら

れる。 

Ⅲ 小売物価指数が 10000 を上回ったのは、神武景気によって購買力が上昇し

た影響だと考えられる。 

Ⅳ 小売物価指数が 25000 をこえたあと下落基調になったのは、ドッジ=ライン

の影響だと考えられる。 

 

ａ Ⅰ・Ⅲ   ｂ Ⅰ・Ⅳ   ｃ Ⅱ・Ⅲ   ｄ Ⅱ・Ⅳ 

  

① 

9 
 

［４］ 次の各問いに答えなさい。（36点） 

 

問１ 弥生時代の生活・社会に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄ

の中から選びなさい。解答番号は 25。（３点） 

ａ 争いが本格的に生じるようになり、環濠集落などが出現した。 

ｂ 弥生土器に加え、土師器や須恵器といった土器が使用された。 

ｃ 籾殻を穀粒からとりさる脱穀には、木臼や竪杵が用いられた。 

ｄ 多量の副葬品をもつ墓や、大型の墳丘墓が出現した。 

 

問２ 天平文化に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は 26。（３点） 

ａ 漢詩文の教養が重視されるなかで、『懐風藻』が編まれた。 

ｂ 仏教が興隆するなかで、四天王寺や百済大寺が建立された。 

ｃ 仏師の定朝が、一木造にかわる寄木造の技法を完成した。 

ｄ 教王護国寺両界曼荼羅など、密教に関係する仏画が制作された。 

 

問３ 古代の政治拠点に関して述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 27。（３点） 

ａ 飛鳥浄御原宮は、天智天皇が即位した宮都として知られている。 

ｂ 近江大津宮は、持統天皇が即位した宮都として知られている。 

ｃ 藤原広嗣の乱が起こると、聖武天皇は平城京から恭仁京に都を移した。 

ｄ 政治を刷新するため、桓武天皇は平安京から長岡京への遷都を行った。 

 

問４ 中世の建築物について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 28。（３点） 

ａ 院政期には、陸奥に富貴寺大堂が、豊後に白水阿弥陀堂が建てられた。 
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問 12 戦後の文化に関して述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 36。（３点） 

ａ 物理学者の朝永振一郎が、日本人としてはじめてノーベル賞を受賞した。 

ｂ 並木路子の歌う「リンゴの唄」など、歌謡曲が流行した。 

ｃ 法隆寺金堂壁画の焼損をきっかけに、文化財保護法が制定された。 

ｄ 映画監督の溝口健二・黒澤明らの作品が、国際的に高く評価された。 

 

 

① 

10 
 

問６ 戦国大名について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中から選び

なさい。解答番号は 30。（３点） 

ａ 寄親・寄子制を整備し、家臣団を統制しようとする大名もいた。 

ｂ 関所を廃止するなど、商業取引の円滑化に努力する大名もいた。 

ｃ 四国地方では毛利氏が土佐を統一し、四国北半に進出した。 

ｄ 東北地方の伊達氏は、『塵芥集』と呼ばれる分国法を制定した。 

 

問７ 江戸時代の大名について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選

びなさい。解答番号は 31。（３点） 

ａ 親藩・譜代は要所に、外様大名は遠隔地に配置する措置がとられた。 

ｂ 徳川家光の時代に、大名の末期養子の禁止が緩和された。 

ｃ 熊本藩の細川重賢は、有田焼など陶磁器の専売制を強化した。 

ｄ 加賀藩の前田綱紀は、郷校閑谷学校を設け、熊沢蕃山を重用した。 

 

問８ 日光社参を行った将軍について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中

から選びなさい。解答番号は 32。（３点） 

ａ 徳川家綱は、主人の死後、殉死することを禁じた。 
ｂ 徳川吉宗は、林鳳岡を大学頭に任じた。 

ｃ 徳川家慶は、天明の飢饉が長期化するなかで死去した。 

ｄ 徳川家治は、水野忠邦に天保の改革を実施させた。  

 

問９ 元禄文化について述べた文として正しいものを、次のａ～ｄの中から選びなさ

い。解答番号は 33。（３点） 

ａ 本草学が発展し、貝原益軒は『発微算法』を著した。 

ｂ 国文学の研究が盛んになり、契沖が『万葉代匠記』を著した。 

ｃ 菱川師宣が、八橋蒔絵螺鈿硯箱などの工芸品を制作した。 

ｄ 宮崎友禅が上絵付法をもとに色絵を完成し、京焼の祖となった。 

 

問 10 幕末の政争・事件について述べた文として誤っているものを、次のａ～ｄの中

から選びなさい。解答番号は 34。（３点） 

ａ 徳川家定の後継者をめぐり、一橋派と南紀派が対立した。 

ｂ 安藤信正が進めた公武合体の政策は、尊王攘夷論者から批判された。 

ｃ 八月十八日の政変によって、会津・桑名・薩摩の兵が京都から追放された。 

ｄ 京都の旅館池田屋で、尊攘派が新選組によって殺傷される事件が起こった。 

 

問 11 「憲政の常道」期の政策や出来事について述べた文として正しいものを、次の

ａ～ｄの中から選びなさい。解答番号は 35。（３点） 

ａ 護憲三派による加藤高明内閣のもとで、治安警察法が制定された。 

ｂ 第 1次若槻礼次郎内閣時に、戦後恐慌が発生した。 

ｃ 田中義一内閣は、３度にわたってシベリア出兵を断行した。 

ｄ 浜口雄幸内閣時に、統帥権干犯問題が発生した。 

―日 12―
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